
研究の背景・目的

一般的にスギやヒノキは、幹の太さが30cmを越えるような大径木になると木

材としての価値が高まります。しかし、大径木を育てるには少なくとも80年程度

の年月と適切な管理が必要となりますが、その管理方法は確立されていませ

ん。

これは、島根県のスギ・ヒノキ人工林の多くは、植えられてから40～50年で伐

ることが前提だったため、その管理方法も40～50年までしか作成されていない

ことによります。

本研究では大径木の育成を目的とした40～50年以降の森林管理ついて研

究を行っています。

スギ・ヒノキの大径木を育てる！

～ 40年から始める長伐期施業をめざして ～

研究方法

県内のスギ・ヒノキ人工林の中から調査地を選び、木の大きさ（高さ・太さな

ど）や手入れの状況を調査します。

（調査の流れ）

①スギ・ヒノキ人工林の調査

②調査結果より森林のタイプ分け

（大径木の育成が期待できる森林、大径木の育成が困難な森林）

③タイプごとの管理方法の提示

研究状況と結果
大径木の育成が期待できる森林は、これまで適切に管理されてきた森林で

なければなりません。大径木を育てるための管理方法は間伐が中心であり、

その実施時期、間伐量、回数をどうするかに尽きるからです。したがって山に

植えてから40年以降の管理を考える上でも、40年生時の森林の状態が重要と

なってくるわけです。
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97年生スギ人工林（飯南町頓原）

図－１ スギ人工林の管理状態（36～45年生）
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県内の36～45年のスギ人工林150か所で森林の管理状況を調査した結果、

手入れの状況が適切な森林は全体の23％でした。手入れはされているものの

不十分な森林が37％、まったく手入れがされておらず放置されている森林は

40％を占めました（図－１）。

このことからすると、大径木の育成が期待できるのは一部の森林に限られる

と言えそうです。しかし、その育成方法は現在の管理状態だけでなく、経営面

なども考慮していく必要があると考えます。

研究結果の活用

研究の成果を以下のパンフレットにまとめました。

・「島根のスギ長伐期施業 -高齢林実態報告書-」 （H18)

森林所有者に目標とする森林の姿とその管理方法を提示することで積極的

な大径木生産を推進します。

97年生スギ人工林（飯南町頓原）

図－１ スギ人工林の管理状態（36～45年生）
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